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画像から影、ノイズを取り除く画像処理技術

• 特許情報

１、発明の名称
画像処理装置及び画像
処理方法

画像処理装置及び画像
処理方法

２、出願番号 ２００５－４８９４ ２００６－２９００２４

３、公開番号 ２００６－１９５６２２ 未公開

４、登録番号 ３９０９６０４ 未登録

５、発明人 佐藤和弘 佐藤和弘

６、権利者
財団法人ひろしま産業
振興機構

財団法人ひろしま産業
振興機構



画像から影、ノイズを取り除く画像処理技術

• 特許内容（１）：基本内容
処理対象の画像において対象画素を含む複数のブロックに分割する分割手段
と、ブロックに含まれる画素の輝度値を平均して平均輝度値を算出し、対象画
素の輝度値を各ブロックの前記平均輝度値により除算して正規化された係数
（凹凸係数と呼ぶ）を算出してそれにも基づき画像処理を行う。



• 特許内容（２）：凹凸係数の２つの算出方法

処理対象ブロックに含まれる画素の平均輝度値の求め方に
二つの方法がある。

赤色画素の輝度値を、正方形領域の
平均輝度値で除算
（特許３９０９６０４ ）

（１）赤色画素の輝度値を、矢印で示す
４方向の直線画素の平均輝度値
で除算し、４つの係数を算出。

（２）画像処理の種類によって係数を使
い分ける。

（特願２００６ｰ２９００２４）



• 特許内容（３）：凹凸係数の性質と特徴
（１）１画素単位で画像の局部的な濃淡変化を表現できる。

（２）凹凸係数範囲を限定すると、濃淡変化の小さな信号だけ
を抽出し２値化することが可能。

（２）平均輝度値の算出領域を限定することにより、画像エッジ
の方向性を近似予測できる。

（３）同一画素の凹凸係数値は、照明の強さを変えても変化し
ない。

（４）平坦部の凹凸係数は１になる。また、１からの距離を限定
することにより、画像の平坦部、傾斜部、エッジ部などを容
易に分離できる。



（本特許で実現できる画像処理例）

（１）１画素単位で処理し、暗い画像でも、きめ細かなエッジ
検出が可能。 （特願２００６ｰ２９００２４により精度が向上）

（２）大振幅信号の中の小振幅信号だけを、選択し２値化する
ことが可能

（３）暗い画面や大きな照明むらのある画像の２値化処理。

（４）焦点面の異なる複数の画像から、全面フォーカス画像
の生成。

（５）画像の解像度を劣化させずに、ランダム性雑音を低減。
（特願２００６ｰ２９００２４により可能になった事項）

（６）デジタル画像に、直接音声を埋め込む画像ファイル。

（７）エッジの方向性を予測できるため画像認識への応用可能



• 画像処理例（その１）：従来技術との比較１

（エッジ処理）

凹凸係数処理

従来方式（二次微分に
よるエッジ処理）

本発明（凹凸係数方
式のよるエッジ処理）原画像



• 画像処理例（その２）：従来技術との比較２

（濃淡の大小に分離して2値化）

濃淡の大きい部分だけを
２値化（従来方法）

濃淡の小さい部分だけを選
択して２値化



• 画像処理例（その３）：濃淡の小さい部分を強調表現した２値化

微分処理系原画像



• 画像処理例（その４）：従来技術との比較３

（シェージング発生画像の２値化処理）

従来法：固定閾値

原 画

凹凸関数処理：自動的な変動閾値



• 画像処理例（その５）
（厚手の本などをコピーする際に発生する暗影処理）

コピーの際に発生する
暗影の除去

厚手の本などをコピー
する際に発生する暗影



• 画像処理例（その６）
（近距離焦点画像と遠距離焦点画像の合成処理）

近距離焦点画像

本発明による合成処理（全焦点）

遠距離焦点画像



前、中、後面の焦点画像から全面焦点画像の生成

（前面）

（後面）

（中面）

（合成画像）



• 画像処理例（その７）：ランダム性雑音の低減
（画像のエッジに沿って積分するので解像度劣化が少ない）



ランダム雑音の多いデジタルカメの原画像



解像度劣化の少ないランダム雑音低減画像



• 画像処理例（その８）
（デジタル画像に直接音を埋め込む）

・子供の声
・量子化レベル
８ [bit]

・サンプリング周波数
１１．０２５[khz]
・モノラル

１０１６×８３２pixel



埋め込みに用いた音とその復元音

原
音

復
元
音



主要クレーム（登録番号３９０９６０４）

【請求項１】
処理対象の画像に含まれる画素の輝度値に基づ

く係数を用いて前記画像の画像処理を行う画像処理
装置であり、前記画像を、各々が計算対象の対象画
素を含む複数のブロックに分割する分割手段と、
各前記ブロックにて、前記ブロックに含まれる画素
の輝度値を平均して平均輝度値を算出し、前記対象
画素の輝度値と前記各ブロックの前記平均輝度値と
を用いて正規化された前記係数を算出する正規化手
段とを具備することを特徴とする画像処理装置。



拒絶理由通知における引用文献との差

１．特開平8-256334（拒絶査定不服審判中）
ブロック単位の量子化歪みの発生を抑止する量
子化器及び量子化方法に関するもの。画像その
ものを加工するための技術ではない。

2.特開平9-62986 （未請求取下げ）
3.特開2000-357226 （特許3636936)
濃淡画像の２値化に関する技術を開示。この技
術では、２値化を行うために対象ブロックと一様化
ブロックとに画像を分離する手段が必要。



先行技術調査

●Int.Cl.検索
G06T 5/00 （イメージの強調、復元）×G06T 7/60
（イメージからの幾何学的属性の分析）×H04N 
1/409（ 画像通信：輪郭、細部の強調）=14
●Fターム検索
5B057CA08(画像処理：多値濃淡）×5B057CB06
（2値）×5C077LL19（FAX画像信号回路：画質向
上）×5L096AA07（ｲﾒｰｼﾞ分析：濃淡多値）=19
いずれも本発明に関連する先行特許は見当たらず。



画像から影、ノイズを取り除く画像処理技術

• ビジネスプラン：本発明適用候補商品

■コピー機、ＦＡＸ
■デジタルカメラの雑音低減、フォーカス
合成

■各種計測制御用画像処理装置
■医療用画像処理装置
（脳診断ＭＲＩ用他）

■画像関連パッケージソフト用
画像変換アドオンソフト



画像から影、ノイズを取り除く画像処理技術

• ビジネスプラン；商品別予想売り上げ計画（１）

初年度 ２年度 ３年度

１,市場規模 2,800億円 2,800億円 2,800億円

３,予想売上 28～56億円 56～84億円 112～140億円

２,予想シェア 1～2％ 2～3％ 4～5％

・商品名：（１）コピー機

・商品名：（２）ＦＡＸ

初年度 ２年度 ３年度

１,市場規模 381億円 381億円 381億円

３,予想売上 3.8～7.6億円 7.6～11.4億円 15.2～19.0億円

２,予想シェア 1～2％ 2～3％ 4～5％



画像から影、ノイズを取り除く画像処理技術

• ビジネスプラン；商品別予想売り上げ計画（２）

初年度 ２年度 ３年度

１,市場規模 765億円 803億円 843億円

３,予想売上 7.7～15.3億円 16.1～32.1億円 33.7～67.4億円

２,予想シェア 1～2％ 2～4％ 4～8％

・商品名：（３）計測制御用画像処理装置

・商品名：（４）医療用画像処理装置（脳診断ＭＲＩ用）

初年度 ２年度 ３年度

１,市場規模 11億円 11億円 11億円

３,予想売上 0.6～1.1億円 1.1～2.2億円 2.2～4.4億円

２,予想シェア 5～10％ 10～20％ 20～40％



画像から影、ノイズを取り除く画像処理技術

• ビジネスプラン；商品別予想売り上げ計画（３）

初年度 ２年度 ３年度

１,市場規模 3.4億円 3.4億円 3.4億円

３,予想売上 0.17～0.34億円 0.34～0.68億円 0.68～1.36億円

２,予想シェア 5～10％ 10～20％ 20～40％

・商品名：（５）バッケージソフト用画像変換アドオンソフト

・市場規模根拠出典

経済産業省製品年表（Ｈ１６年度）

富士経済“２００５画像処理システム市場の現状と将来展望”

雑誌“月刊新医療2006年6月号”統計

日本パーソナルコンピュータソフトウエア協会データ



「計測技術への応用例」
（2006年9月6日中国新聞）

計測用画像処理ソフトを開発する
企業が採用



画像から影、ノイズを取り除く画像処理技術

• アライアンス内容

１．ライセンス販売

・実施権許諾契約

２．バックアップ体制

・技術開示

・ノウハウ提供

・技術指導（有料）


